
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 全43議案のうち ７議案に反対   
党議員団は、物価・原油高で苦しむ市民のみなさんの目線で 

議案を審議しました。 

評価できる事業予算 

１． 子どもの医療費無料化が１８才までに拡充。 

２． 府下の市で初の事業として２学期から中学校給食が無償に。 

３． 府認定フルースクール利用の児童、生徒へ負担軽減の補助 

４． 中学校体育館にエアコン設置へ４校分の設計予算を計上 

５． 綾部市と共同運用で「はしご付消防ポンプ自動車」を更新 

「一般会計予算」に反対した主な理由  

「一般会計予算」は、岸田政権のすすめる「大軍拡・大増税路線」

に対して、前市長よりさらに踏み込んで「先制攻撃基地の強化」を政

府に求めており、老朽原発の再稼働を認めていることの上に、 

① 水道料金減免など市民生活を底上げする予算がないこと。 

② 「新幹線誘致」「夢チャレンジテスト」など無駄な予算があること。 

③ 「関西・大阪万博」関連や「赤れんが周辺開発」事業など大型の

観光開発優先の予算であること。 

④ 市の正職員の削減が進んでいることの理由で反対しました。 

 

日本共産党議員団です! 

 

〈令和６年３月定例会、第2回臨時会特集〉 
2024年4月25日【発行】日本共産党議員団☎７５-４５５８ 

 

小西、伊田、小杉議員 

長年の市民のみなさんの運動と党議員団をはじめとする粘り強い論戦で  

中学校給食・１８才までの医療費「無料化」の予算成立！ 

党議員団８年前から要望  
 党議員団が８年前から議会のたびに追及して 

きた学校給食の無償化が府下の市で初めて実現 

しました。２学期からまず中学校で実施です。 

２学期から実施  

市内在住すべての中学生が対象 
市外の中学校に通学する生徒や支援学校などで学ぶ中学生、 

またアレルギー等の事情で給食を食べていない生徒には、 

相当額を給付します。 

小学校の無償化も早期に 
市長は、小学校の無償化については、 

「任期中には実現」としていますが、 

早期実施を求めて声を上げましょう。 

20数年来「子どもの医療費助成」拡充を要望 
党議員団は２０年以上も前から中学校卒業まで通院も入院 

も医療費の無料化を求めてきました。当初は、保守系の議員など

から「甘えるな！」との攻撃もありましたが、無償化は全国の流れ

です。腰の重かった本市も今年の 1月診療分から、1医療機関１

カ月200円の現物給付となりました。 

１８才まで安心子育て 
令和６年度 9 月からは、さらに対象を１８歳までに拡大し、通院

も入院も１医療機関２００円となります。お金の心配なく１８歳、高

校卒業まで安心して子育てできることになります。 

▶大学卒業まで無償化を 
 京丹後市では「大学卒業まで無償化」を拡充。 

保育料の引き下げなどさらに継ぎ目のない子育 

て施策へ、ご一緒に力を合わせましょう。 

 

物価高騰の中で 新たな負担増に「反対」しました！    

国保料８％引き上げ ●後期高齢者医療保険料７・８％増 ■介護保険料の負担増も 

 

 

国保会計では 
 基金を取り崩して引き上げを抑えたと

はいえ８％の保険料の値上げがある予

算、保険料徴収業務を『京都税機構』へ

移管する方向は、保険者に寄り添う会計

ではないので認められないとしました。 

介護保険会計では 
            利用料金負担が増える 

改定となっており、第1号 

保険者の保険料の引き上げ 

が行われることを理由に 

反対しました。 

後期高齢者医療会計は 
 保険料が６７３７円、７．８％もの増額

となることから、物価高騰が続き市民

生活厳しい中で、これ以上、市民や高

齢者への負担は認められないの理由

で反対しました。 

学校給食の無償化に関わって 
全会一致で国への「意見書」、市長への「附帯決議」を賛成多数で可決 

学校給食無償化の事業が始まることで、議会は29日、国へ公的な財政

措置を求める「意見書」を全会一致で採択し、同時に「安定税源の確保」

と事業に対する「幅広い市民理解」などを求める 4 項目の「付帯決議」

を賛成多数で採択しました。 

 市長は、３月27日の議決結果に「異議」があるとして、地方自治

法第 176条第 1項の規定により「再議」を求めました。そこで、29

日に「臨時会」が開催され、修正案を質疑、討論、採択しましたが、

再議既定の３分の２にいたらなったことで、修正案は「否決」となり、

中学校給食は２学期からスタートすることになりました。 

市長の「再議」で 29日に「臨時会」 

 

令和6年度3月定例会、第2回臨時会が閉会しました。両議会では,市民のみなさんの長年の

切実な要望が実現した歴史的な議会となりました。党議員団の市議会報告をお届けします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊
田 

わ
が
党
議
員
団
が
長

年
要
求
し
て
き
た
子
育
て
医

療
費
助
成
を
本
年
９
月
診
療

分
か
ら
、
対
象
を
１
８
才
ま
で

拡
充
。
加
え
て
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
事
業
を
来
年
度
２

学
期
か
ら
市
立
中
学
校
７
校

で
実
施
。
こ
の
二
つ
の
無
償
化

の
予
算
案
が
示
さ
れ
た
。
大

き
な
前
進
と
評
価
す
る
。
保

育
料
の
無
償
化
な
ど
更
な
る

子
育
て
支
援
策
の
向
上
を
求

め
る
が
、
い
か
が
か
。 

【答
弁
】 

日
本
共
産
党
議
員

団
か
ら
何
度
も
質
問
い
た
だ

き
、
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

財
源
確
保
を
推
し
進
め
、
ま

ず
は
、
小
学
校
の
給
食
費
無

償
化
を
最
優
先
し
対
応
し
て

い
く
。
保
育
料
の
無
償
化
は
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

小
西 

市
の
予
算
に
「枠

配
分
方
式
」
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
七
年
目
と
な

る
。
駅
前
の
花
壇
、
公
園

整
備
予
算
な
ど
が
削
減

さ
れ
て
市
民
生
活
に
密

着
し
た
予
算
等
に
影
響

が
出
て
き
て
い
る
。
こ
の

「枠
配
分
方
式
」の
予
算

措
置
の
や
り
方
は
見
直

す
べ
き
で
は
。 

こんにちは日本共産党議員団です ２０24年３月号 

「大
雪
警
報
」一
つ
だ
け
で
も
休
校
措
置
に
す
べ
き
！ 

小
西 

洋
一
議
員•

一
般
質
問 

小
西 

一
月
二
四
・二
五

の
大
雪
は
、
府
北
部
で
舞

鶴
だ
け
が
休
校
と
な
っ
て

い
な
い
。
本
市
教
委
の
休

校
措
置
の
一
斉
基
準
に

『大
雪
警
報
』が
除
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
。

『
大
雪
警
報
』
一
つ
で
も

休
校
と
な
る
よ
う
に
基

準
を
改
定
す
べ
き
で
は
。 

 

【答
弁
】 

規
律
あ
る
財

政
を
堅
持
す
る
上
で 

「枠
配
分
方
式
」の
予
算

編
成
は
一
定
有
効
な
手

法
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
の
方
式
の
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
踏

ま
え
、
令
和
６
年
度
に
、

効
果
的
な
予
算
編
成
の

手
法
を
し
っ
か
り
と
健

闘
し
て
い
く
。 

伊
田 

地
方
自
治
の
根
幹
に

係
る
「平
和
」の
問
題
に
つ
い
て

は
会
派
と
し
て
、
常
に
、
時
々

の
市
長
に
対
し
、
そ
の
認
識

を
伺
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
生

業
は
も
と
よ
り
、
暮
ら
し
を

営
む
上
に
お
い
て
、
生
き
て
い

く
上
に
お
い
て
「平
和
で
あ
っ

て
こ
そ
」だ
か
ら
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
い
つ
も
答
弁

や
認
識
は
「国
防
は
国
の
問

題
」こ
の
一
言
で
済
ま
せ
ら
れ

て
き
た
。
２
０
１
５
年
９
月
１

９
日
に
戦
後
の
安
保
政
策
を

１
８
０
度
転
換
し
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
可
能
に
し
た

安
保
法
制
が
成
立
。
２
０
２
２

年
１
２
月
、
防
衛
費
の
大
幅
な

増
額
や
反
撃
能
力
の
保
有
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な

「
防
衛
３
文
書
」
を
閣
議
決

定
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「専
守

防
衛
」か
ら
「先
制
攻
撃
」へ
と 

 

【答
弁
】 

２
月
現
在
で
、
敦

賀
医
療
セ
ン
タ
ー
に
２
人
、

南
京
都
病
院
に
２
名
、
鳥
取

医
療
セ
ン
タ
ー
に
１
人
、

花
の
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
４
人
、
医
療
セ
ン
タ

ー
さ
く
ら
に
７
人
の
計 

１
６
人
が
施
設
を
利
用
し

て
い
る
。 

 

計
画
の
基
礎
資
料
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
、「
医

療
的
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら

生
活
で
き
る
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
」
の
希
望
者
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
て
、
計
画
に
盛

り
込
ん
だ
も
の
。
体
制
整

備
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
、

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

「
京
都
府
こ
ど
も
療
育
セ

ン
タ
ー
」
が
、
新
た
に
療
養

介
護
の
指
定
を
受
け
る
べ

く
、
京
都
府
に
申
請
さ
れ

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。 

    

障
害
者
の
願
い
が
大
き
く
前
進
！ 

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
者
の
生
活
の
場
の
保
障 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉 

悦
子
議
員•

一
般
質
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
８
０
度
転
換
。
国
の
安
全
保

障
政
策
は
質
が
違
っ
て
き
て
い

る
。
変
貌
し
て
い
る
と
い
う
事

実
が
あ
る
。
核
攻
撃
を
想
定
し

た
自
衛
隊
総
監
部
の
地
下
化
、

弾
薬
庫
３
棟
の
新
設
、
所
属
の

イ
ー
ジ
ス
艦
へ
の
ト
マ
ホ
ー
ク

ミ
サ
イ
ル
の
配
備
、
こ
れ
ら
市

民
の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
根
幹
を
ゆ
る
が

す
大
軍
拡
に
対
し
、
ハ
ッ
キ
リ

反
対
を
表
明
し
、
市
民
の
い
の

ち
と
、
本
市
の
安
心
・安
全
を

守
る
そ
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

【答
弁
】 
防
衛
力
の
抜
本
的
強

化
は
国
の
専
管
事
項
。
我
が
国

を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
防
衛

力
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
国
民

の
安
心
・安
全
を
確
保
す
る
取

り
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。
本

市
が
す
す
め
る
ま
ち
づ
く
り

は
、
市
民
の
安
全
・安
心
が
確

保
さ
れ
て
は
じ
め
て
推
し
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。 

小
杉 

令
和
６
年
度
の
国

民
健
康
保
険
料
は
、
５
年

度
に
比
べ
て
医
療
分
・支
援

分
が
８
％
も
の
引
き
上
げ

が
、
４
０
才
か
ら
６
４
才
ま

で
の
介
護
分
も
１
％
の
引

き
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
京
都
府
の
国
保
納
付

金
算
定
結
果
で
、
令
和
６

年
度
は
５
年
度
比
で
一
人

あ
た
り
１
２
．
８
％
の
増
額

と
同
時
に
令
和
３
年
度
と

令
和
４
年
度
の
納
付
金
還

付
金
が
重
な
り
、
５
年
度

保
険
料
と
比
較
す
る
と
４

０
．
５
％
も
の
引
き
上
げ
が

必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
国

保
基
金(

２
億
９
７
６
０
万

円)

の
投
入
で
引
き
上
げ
率

を
医
療
分
、
支
援
分
と
も

に
８
％
に
し
た
。
し
か
し
、 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
続
く
物

価
高
騰
の
も
と
、
市
民
の
暮

ら
し
に
寄
り
添
わ
ず
、
物

価
高
騰
の
も
と
、
市
民
負

担
を
大
き
く
す
る
も
の
で

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
高
す
ぎ
る
保
険
料
の

引
き
下
げ
と
、
市
民
の
く

ら
し
と
医
療
保
険
制
度
を

守
る
た
め
、
国
や
京
都
府

に
働
き
か
け
を
強
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。 

【答
弁
】 

京
都
府
に
対
し

て
、
市
長
会
な
ど
連
名
で

緊
急
の
申
し
入
れ
を
行
い
、

京
都
府
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
や
、
市
町

村
と
複
数
回
協
議
を
行
い

共
通
認
識
の
も
と
で
納
付

金
算
定
に
取
り
組
む
よ
う

に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
国
保
料
の
引
き
下
げ
の

た
め
、
京
都
府
へ
の
納
付
金

及
び
標
準
保
険
料
室
に
つ
い

て
激
変
緩
和
の
た
め
の
適

切
な
措
置
を
行
う
よ
う
緊

急
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。 

       
小
杉 

第
４
期
舞
鶴
市
障

害
計
画
で
は
、
「医
療
的
ケ

ア
児
者
に
対
す
る
支
援
の

充
実
」で
「医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
人
が
身
近
な
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う(

中
略)

、
広
域
的
な

対
応
を
含
め
た
体
制
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
」

と
明
記
さ
れ
た
。
「住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、
自

立
と
共
生
社
会
の
実
現
」に

向
け
、
障
害
者
の
医
療
的

ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
生
活
の
場
の
実
現
に

一
歩
踏
み
出
す
も
の
と
し

て
、
障
害
者
や
保
護
者
、
関

係
者
の
切
実
な
願
い
に
応

え
る
た
め
の
も
の
と
考
え
、

大
い
に
評
価
す
る
。
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
者

の
施
設
利
用
の
現
状
は
ど

う
か
。
ま
た
、
今
回
の
計
画

の
経
過
と
具
体
的
な
進
め

方
は
ど
う
か
。 

【
答
弁
】 

現
在
の
と
こ

ろ
、
一
斉
休
校
の
基
準

に
『大
雪
警
報
』を
加
え

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
子
ど
も
達
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
、
校

長
が
休
校
の
判
断
が
し

易
い
よ
う
、
引
き
続

き
、
学
校
への
気
象
情
報

や
判
断
材
料
の
提
供
、

助
言
を
行
う
。 

      

小
西 

『後
期
実
行
計
画
』

で
は
、
「総
人
件
費
の
抑
制
」

と
し
て
、
４
年
間
で
１
６
人

の
職
員
の
削
減
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
市
職
員
の
削
減
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
と

認
識
す
べ
き
で
、
こ
の
計
画

通
り
に
削
減
す
る
の
か
。

職
員
の
適
正
な
配
置
を
求

め
る
と
同
時
に
、
必
要
な

と
こ
ろ
に
は
増
員
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
聞
く
。
、 

【答
弁
】 

令
和
４
年
度

末
の
退
職
者
数
が
想
定

を
大
き
く
上
回
っ
た
た

め
に
、
令
和
５
年
度
の
削

減
目
標
５
人
に
対
し
、
１

８
人
の
減
員
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
令
和
５

年
度
に
は
積
極
的
な
職

員
の
採
用
を
行
っ
た
。 

今
後
も
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
状
況
を
見

な
が
ら
、
最
適
な
職
員

数
を
検
討
し
た
い
。 

           

小
西 

今
日
。
会
計
年
度

任
用
職
員
は
、
自
治
体
、

公
務
・公
共
業
務
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
住
民
の
命
と
く

ら
し
を
支
え
る
役
割
を
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
安
心

し
て
業
務
に
専
念
で
き
る

待
遇
、
手
当
、
休
暇
な
ど

で
常
勤
職
員
と
の
均
等
待

遇
へ
改
善
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
お
聞
き
す
る
。 

【
答
弁
】 

５
月
１
８
日
の

地
域
協
議
会
で
「安
全
を

最
。 

【答
弁
】 

本
市
の
会
計
年
度

任
用
職
員
数
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
時
点
で
、
５
１
４

名
、
全
職
員
の
３
９
％
に
な

る
。
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
か
ら
国
の
取
り
扱

い
に
準
じ
て
、
見
直
し
を
行
っ

て
き
た
。
昨
年
の
期
末
手
当

に
続
き
、
今
年
度
か
ら
勤
勉

手
当
も
支
給
さ
れ
よ
う
に
条

例
改
正
さ
れ
る
。
今
後
も
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
必

要
な
対
応
を
講
じ
て
い
く
。 

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
揺
る
が
す 

基
地
強
化
・
拡
大
、
原
発
稼
働
に
反
対
の
表
明
を
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
田 

悦
子 

議
員•

代
表
質
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

伊
田 

能
登
半
島
地
震
の
影
響
で

当
初
５
０
を
超
え
る
超
え
る
学
校

が
避
難
所
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
本
市
に
お
い
て
も
学
校
施
設
を

避
難
所
と
し
て
整
備
す
る
た
め

に
、
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設 

置
を
早
期
に
計
画
を
立
て
て
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
市
長
の
今
定
例

会
の
議
案
説
明
で
、
「中
学
校
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進

め
、
そ
れ
を
利
用
し
た
空
調
設
備

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
調
査
・検

討
」と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
、
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
具
体
的
に
進
む
の

か
期
待
さ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。 

【答
弁
】 

５
年
間
で
、
す
べ
て
の
中

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

完
了
す
る
予
定
で
進
め
て
い
く
。 

伊
田 

能
登
半
島
地
震
、
ま
た
、
こ

の
間
の
原
発
事
故
を
教
訓
に
、
当

然
、
市
民
の
い
の
ち
、
安
心
・安
全
の

確
保
の
最
大
の
担
保
は
、
原
発
と

決
別
す
る
こ
と
。
市
と
し
て
、
す
べ

て
の
原
発
を
廃
炉
に
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ―

へ
の
転
換
を
国
に

対
し
て
意
見
す
る
べ
き
。 

【答
弁
】 
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
国

の
責
任
で
進
め
ら
れ
る
も
の
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
国
に
意
見

す
る
考
え
は
現
時
点
で
は
な
い
。 

「枠配分方式」の見直しを 

「休校基準」を改定すべき 

市職員は適正に配置すべき 

会計年度任用職員の待遇改善を 

市
民
の
命
・
健
康

を
守
る
国
保
料    

の
引
き
下
げ
を 

 

 
求
め
続
け
た
子
育
て
支
援
策 

前
進
を
評
価
、
さ
ら
に
向
上
を
！ 


